
電光掲示板には数々のドラマが映し出された。

男子の大会 MVP は豪州の Cameron Mcevoy 選手。

激戦を繰り広げた 3 カ国の代表選手たちによる記念撮影。日本代表チームは最終順位を 2 位で大会を終えた。

今大会女子 200mと 400m
個人メドレーで 2 冠
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女子 200m 個人メドレー 1 位の感想
「1 月、日本で日本新記録を更新して、波には
乗れていました。ただ少しずつ疲れが出てい
たので、多少の崩れを感じています。これか
らも気を抜かずに練習をしていきたいです」

二刀流から開花した
バタフライの才能
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男子 200m メドレーリレー日本新記録の感想
「中京大学の看板も背負い、この大会に臨み
ました。なので、日本新記録を出せたことは、
中京大学にとっても、日本代表にとっても良
かったし、個人的にも嬉しかったです」

バサロを武器に世界に挑む
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今大会を振り返り
「この時期に世界トップレベルの選手たちと試
合ができ、とても収穫の多い大会になりまし
た。パースに来たのは初めてで、天気が良く、
とても過ごしやすい街だと感じました」

Channel 7のニュース番組による大会の生中継の様子。

女子の大会 MVP に輝いた金藤理絵選手。観客のサインに応じる豪州競泳の星 James Magnussen 選手。

男子 200m メドレーリレーで日本記録を残した、
川本武史選手の男子100m バタフライ。

日本人初の 21 秒台
スプリンター
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男子 50m 自由形のレース後の感想
「5 日のメドレーリレーで良い泳ぎができたの
で、今日のタイムにも期待していたのですが、
ちょっとしっくりこなかったです。これからの
調整も頑張ります」
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